
藤原宮第19-2次 の調査

(昭和51年10月 ～昭和51年 11月 )

この調査は橿原市の農業用倉庫建設に伴う事前調査である。調査地は藤原宮

の推定南面西門の北西にあたり,内濠の存在が予想される位置に東西15物 ,南

北13物 の トレンテを設定 した(3頁の図参照 )。

検出した主な遺構には藤原官期の宮南面内濠 SD502と ,そ の北で検出 した柱

穴 SX1961が ある。それ以降の遺構として内濠 SD502の 南岸で検出 した 2つの

Jヽ土坊廣SK1962, 1963ん あゞる。

〔遺構〕 内濠 SD502は 幅2.1～ 26陶 ,深 さ 1糊の断面逆台形を呈する素掘り

の濤である。堆積層は 3層からなり,上層からは軒瓦を含む多量の瓦類が,ま

た,中・下層からは木器・木簡を含む木暦が多量に出上 した。柱穴 SX1961は

1■陶 X07糊 の長方形を呈 し,西に抜取穴がある。ただ し,こ れに対応する柱穴

は調査区内では検出できなかった。上羨 SK1962,1963は いずれも内濠 SD
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の不整円形を呈する。埋

上には藤原官期の瓦を含

む。このうちSK1963は

深さ 1紀 に達 し,底部か

ら完形軒平瓦 1点が出土

した。

167010  
〔遺物 〕 今回の調査

で出土 した遺物は,藤原

宮期の土器・瓦・木簡等

で ,こ の外に少量の弥生

式上器がある。藤原宮期

の上器には須恵器・土師
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器があり,内濠 SD502等から少量出

上 した。須恵器は杯・蓋・甕・壷等

があり,土師器には杯・坑 。密等が

ある。瓦類は主に内濠 SD502の 上層

から出土 し,整理箱に して3(廂程あ

る。丸瓦と平瓦が大半を占めるが ,

ほかに軒丸瓦 3点 ,軒平瓦2a点 ,面

戸瓦 5点 と,焚斗瓦 ,隅平瓦等が少

量ある。なお,こ のうち軒平瓦6646

Gは新出の型式である。また,丸瓦凹面に線刻 した文字瓦が 1点あり,「 寺 」

「来 」「文 」等が判読できる。

木簡はSD502の 中層を中心に約55点が出土した。大半は削り暦であるが ,原

形をとどめ釈読できるものは次のとおりである。

1.(表 ) 「 且鮭者速欲等云|「]□   」

(裏 ) 「以上博士御前白  官守官 」
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内濠 SD502は 藤原宮第 1次調査で検出 しており,南面中関心より 280陶 西で

の今回の調査結果と合わせると,宮南面内濠は第 6座標系の方眼西に対 し南ヘ

44/12〃 振れていることが明らかになった。これに対 し,宮中軸線は真北に対

し西へ 26′ 30〃 振れることが判明しており,官南辺は正 しく直交 しないと考え

られる。

調査地全景 (西から)
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